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米田 剛 准教授 

この 4 月から東大数理に着任した米田剛です。宜しくお願い致します。2009 年 3 月に東大数理で学位を取得し、その

後はアリゾナ州立大、成均館大（韓国）、ミネソタ大、ヴィクトリア大（カナダ）、北海道大、東工大と異動を繰り返し

てきました。どのくらい転々としているかを、保育園時代から振り返ってみましたが、連続 3 年より長く所属した機

関が一つもないことに気づきました（小学生時代は、3 年生の 2 学期から、父の仕事の都合で、アメリカに 1 年間住

んでいましたので、2 年半‐1 年‐2 年半と分断されてしまいました）。このようにずっと転々としてきましたが、今

回こそ長期的に（少なくとも 3 年より長く）所属したいと願っております。 

私の研究テーマは、ミレニアム懸賞問題の一つを提供している Navier-Stokes 方程式や、Euler 方程式の数学解析で

す。これまでは、実解析的手法に没頭してきましたが、最近は「実解析的手法にとどまらず、代数、幾何、数値解析に

至る様々な研究 field を視野に入れないと、この 100 万ドル問題は解けないのではないか」と感じるようになりまし

た。その 100 万ドル懸賞問題に（stick することなく軽快に）挑む学生が一人でも増えることを願いつつ、日々研究教

育に励んでおります。より具体的には、学部生から大学院生に至る様々なフェーズで、その未解決問題の本質が最短

距離で伝わるような魅力的な講義・研究指導が出来るように日々鍛錬しています。 

 

北山 貴裕 准教授 

本研究科では 3 年前までも特任助教としてお世話になっており、その後、東京工業大学に転出しておりました。数理

の一員として再びお迎えいただけましたことを大変光栄に思います。以前にも増して、朝夕草花が目を惹く数理の小

径を抜ける喜びを感じるとともに、新たに職務にあたる責任の大きさに日々身が引き締まる思いです。 

専門はトポロジーで、最近は高次元線形表現のモジュライ空間の幾何学を低次元トポロジーに応用する研究の基礎付

けを進めております。3 次元多様体の基本群の研究で得られたアイデアを一般の離散群の場合に抽象化し深化を図る

ことも課題です。以前、玉原国際セミナーハウスで FMSP Student Session の運営に携わった際には、大学院生の皆

さんとの自発的かつ活発なセミナー交流を通して、発見や感動を共有するとても充実した時間を過ごせたことをよく

覚えています。院生室やコモンルームに溢れる皆さんの熱意に負けないように、私も成長し続けていきたいです。 

駒場を離れていた期間は長くはないとはいえ、学事暦の変更などの教育改革に伴う諸々の変化をはじめ、なかなか馴

染めていないことも多いです。しかし、数理を更に盛り上げるための一助となるように、初心を忘れず、教育・研究・

運営活動に一層努めたいと考えております。改めまして皆様どうぞよろしくお願い致します。 

 

間瀬 崇史 特任助教 
2016 年 4 月から数物フロンティア・リーディング大学院(FMSP)の特任助教として着任した間瀬です。この 3 月まで

は、東大数理で博士課程の大学院生と FMSP のコース生をやっていました。教員になっても生活自体にそれほど変

化がないため、いまだに学生気分が抜けません。数理の教員の中で現在最年少であり、特に大学院生の方々とは年齢

もあまり変わらないはずなので、気軽に話しかけてもらえればと思います。 

私の研究の専門は可積分系です。最近では、特に離散系における可積分性判定法に興味を持っています。可積分系と

は、おおざっぱに言えば何らかの意味で非常によい性質を持つ方程式の総称ですが、そもそも離散系においては可積

分系の厳密な定義はまだ確立していません。そのため、離散系の可積分性をどのように定義すればよいのかというこ

とも含めて研究をしています。 

FMSP では、今年度から社会数理実践研究など新たな取り組みが始まります。私自身のコース生としての経験も生か

しながら活動に取り組んでいきたいと思っています。よろしくおねがいします。 



 

柏原 崇人 特任助教 

2016 年 4 月 1 日付で特任助教に着任いたしました柏原崇人と申します。本学で博士課程を修了後は、ドイツのダルム

シュタット工科大学・岡山大学・東京工業大学でポスドクをしておりました。このたび、2 年ぶりに東大数理に帰って

くることができ、大変感慨深く思っております。 

私が学生だったころと比べて最も変わったと感じたのは、やはり 4 ターム制へ移行したことでしょうか。特任助教が

学生からの質問を個別に受け付ける数学学修相談室も昨年度から始まった試みですが、学生の皆さんが抱く疑問をダ

イレクトに知ることができ、私自身にも有益になっております。 

研究の方に関しては、私は微分方程式（特に、Navier-Stokes 方程式などの流体の方程式）の数値解析を専門にしてお

ります。産業・医療・環境といった現場の問題を記述する数理モデルとして微分方程式は有力ですが、その解が厳密に

求まることは極めてまれです。そこで、微分方程式を離散化して数値シミュレーションを行うことが一般的になって

います。このような離散化プロセスを数学的に正当化し、その理論を数値実験で実証することに興味を持っています。 

本年度から「社会数理実践研究」が始まる等、数物フロンティア・リーディング大学院(FMSP)も大きな転換点を迎え

ようとしています。私も微力ながら FMSP に貢献できるよう頑張ってまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお

願い申し上げます。 

 

中安 淳 特任助教 

4 月に着任いたしました中安淳と申します。昨年度までは本研究科の学生（より正確には昨年度 9 月に学位取得しそ

の後半年間はポスドク）で駒場キャンパスに通う日々も 10 年目になりました。引き続き、様々な分野の研究者が集ま

り蔵書や電子ジャーナルが充実したこの数理科学研究科で研究を続けられることを光栄に思うとともに、教員として

の責務もあり身を引き締めて職務に取り組んでいきたいと思います。リーディング大学院に学部教育改革と現在は大

学教育の変革期にあると思いますが、私自身が数物フロンティア・リーディング大学院の修了生として学んだことを

伝えていく所存です。 

専門は偏微分方程式論で、特に粘性解理論を用いてハミルトン・ヤコビ方程式などの非線形性の強い方程式について

研究しています。目下のところネットワークのように分岐のある空間やフラクタル上の非線形方程式まで理論を応用

することが目標です。離散的アプローチや特異極限法など試したいことは多くあり、色々な分野の方々と議論をさせ

ていただけると幸いです。駆け出しで至らない点もあるかと思いますが、どんどん勉強したいと思います。皆様ご指

導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

田中 雄一郎 特任助教 

4 月に特任助教として着任いたしました。学部・大学院とこちらで非常にお世話になり、その後学振 PD として九州

大学 IMI に 1 年間、短い間ではございましたがたくさんお世話になりました。学生時代とポスドクとしての 1 年間

と、周りの方々にとんでもなく恵まれまして、とっても良い環境で勉強・研究に励むことができ、大変有り難く思っ

ております。そしてこの度またお陰様で東大数理にお世話になる幸運に恵まれ、早速教育に携わる機会を頂けまし

た。どうにも頂いてばかりで少しもご恩を返せずにおりますことに恐縮しております。そして少しもお返し申し上げ

る気配のないままに原稿を書いている今日、また周りの方々のご厚意に甘えておりますことに、有り難く感じさせて

頂く一方、情けなく思う次第であります。 

以前は無かったように思うのですが（勘違いかも知れません）、コモンルームにある長いソファーに時折お世話にな

っております。最低限の体力はつけなければ、と思うのですが、無精が祟って改善に取り組めておりません。また、

居室の大掃除も実行できていません。 

まだまだ未熟で至らぬところが多々ございますが、ご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 



 

 

 
岩田 恭味 数理科学教務係長 
4 月 1 日付けで、佐藤教務係長の後任として着任いたしました岩田と申します。昨年度まで工学系研究科学務課専攻

チームで勤務しておりましたので、主に専攻・学科の教務系業務を担当しておりました。このたびは研究科全体の教

務系業務も担当することになり、初めて取り組むことも多々ございます。大学院の数学・数理科学教育だけでなく、大

学前期課程・後期課程の数学教育も全面的にご担当されている先生方のお役に立てるよう、精一杯努めてまいります

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

清弘 ひかり 数理科学図書係長 
4 月に情報学環より数理科学図書係に異動してまいりました。これまで総合図書館、工学部、社会科学研究所と本郷内

を転々としておりましたので、この度が初めての駒場勤めです。当初は渋谷の混雑に翻弄され通勤が大変でしたが、

ようやく人の流れにも乗れるようになり、正門前から道沿いに咲く季節の花々を楽しみに毎日通っております。 

 担当業務は図書・雑誌・目録・閲覧サービスと幅広く経験を積んでまいりました。数理科学研究科や駒場のことは、

まだまだ分からないことばかりですが、これまでの経験を活かし、少しでもお役に立てるよう尽力してまいりたいと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。  

 
三浦 稔子 事務補佐員 
6 月 1 日付で数理・FMSP に採用となりました三浦稔子と申します。 

昨年 10 月より今年 5 月まで、派遣職員として主任室Ⅰに勤務しておりましたが、この度 FMSP で経理等の仕事をさ

せていただけることになりました。不慣れなことが多く、ご迷惑をおかけすることも多々あるかと思いますが、皆様

のお役に立てるよう努めてまいります。ご指導のほどよろしくお願い致します。 

 
吉平 保希 事務補佐員 
6 月１日付けで吉田研究室の事務補佐員に採用いただきました。名前は「ほまれ」と読みます。珍しい読み方ですが、

サッカー元代表の澤穂希選手の活躍で「ほまれ」という名が広く知られたことを喜びました。 

英国大学院を今年卒業し、学生生活を終えたところです。留学中、大学から多くのサポート・アドバイスを得たことも

あり、教育の場での仕事に携わりたいという願いが起こされました。帰国してからは留学を目指す学生を対象に実践

英会話を教える機会もありました。 

自然豊な伝統のあるキャンパスで、先生方や学生の傍らでお仕事をすることは大変楽しいです。不慣れなこともあり、

まだ至らない点も多いですが、よろしくお願いいたします。 
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